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【特許請求の範囲】
【請求項１】
薬学的組成物であって、
　（ａ）半固体送達賦形剤であって：
　　（ｉ）式Ｉのポリオルトエステルであって
【化１】

式中、
Ｒ*はＣ１～４アルキルであり；
ｎは少なくとも５の整数であり；
Ａは、Ｒ１、Ｒ３またはＲ４であり、ここで
Ｒ１は：

【化２】

であり
ｐは１～２０の整数であり；
Ｒ５は水素またはメチルであり；
Ｒ６は：

【化３】

であり、
ｓは０～１０の整数であり；
ｔは２～３０の整数であり；
Ｒ７は水素またはメチルであり；
Ｒ３は：

【化５】

であり；
ｘは０～１０の整数であり
ｙは２～３０の整数であり；
Ｒ８は水素またはメチルであり；
Ｒ４は、アミド基、イミド基、尿素基およびウレタン基から独立に選択される少なくとも
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一つの官能基を含むジオールの残基であり；
ここで、Ａ単位の少なくとも０．０１モル％が、該式Ｒ１である、ポリオルトエステル；
ならびに
　　（ｉｉ）２００から４０００の間の分子量を有するポリエチレングリコールエーテル
誘導体、４００から４０００の間の分子量を有するポリエチレングリコールコポリマー、
Ｃ２～１９脂肪族カルボン酸のモノグリセリド、ジグリセリドまたはトリグリセリドまた
はこのような酸の混合物、アルコキシル化テトラヒドロフルフリルアルコールおよびこれ
らのＣ１～４アルキルエーテルおよびＣ２～１９脂肪族カルボン酸エステル、および生体
適合性オイルから選択される、薬学的に許容可能な、ポリオルトエステル適合性液体補形
剤
を含む半固体送達賦形剤；ならびに
　（ｂ）グラニセトロン
を含む薬学的組成物。
【請求項２】
　ｎが５～１０００の整数であり、
　前記ポリオルトエステルが１，０００から２０，０００から、好ましくは１，０００か
ら１０，０００から、より好ましくは１，０００から８，０００から選択される分子量を
有する、
Ｒ４は、１個または２個のアミド基、イミド基、尿素基またはウレタン基で割り込まれた
２個～２０個の炭素原子、好ましくは２個～１０個の炭素原子の脂肪族ジオールの残基で
あり；
　ＡがＲ１である単位の割合が、約０．０１モル％～５０モル％、好ましくは０．０５モ
ル％～３０モル％、より好ましくは０．１モル％～２５モル％であり；そして
　ＡがＲ４である単位の割合が、２０％より少なく、好ましくは１０％より少なく、特に
５％より少ない、
請求項１に記載の薬学的組成物。
【請求項３】
　ｓが１～４の整数である、請求項２に記載の薬学的組成物。
【請求項４】
　ｔが２～１０の整数である、請求項２または３に記載の薬学的組成物。
【請求項５】
　ｘが１～４の整数である、請求項２～４のいずれか１項に記載の薬学的組成物。
【請求項６】
　ｙが２～１０の整数である、請求項２～５のいずれか１項に記載の薬学的組成物。
【請求項７】
　ＡがＲ１である単位の割合が、約０．１モル％～２５モル％である、請求項２～６のい
ずれか１項に記載の薬学的組成物。
【請求項８】
　ＡがＲ４である単位の割合が、５％よりも少ない、請求項２～６のいずれか１項に記載
の薬学的組成物。
【請求項９】
　ｓが１～４の整数であり；ｔが２～１０の整数であり；ｘが１～４の整数であり；ｙが
２～１０の整数であり；ＡがＲ１である単位の割合が、約０．１モル％～２５モル％であ
り、そしてＡがＲ４である単位の割合が、５％よりも少ない、
請求項２に記載の薬学的組成物。
【請求項１０】
　１重量％から５重量％のグラニセトロンを含む、請求項１～９のいずれか１項に記載の
薬学的組成物。
【請求項１１】
　グラニセトロンの濃度が２重量％から３重量％の間である、請求項１０に記載の薬学的
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組成物。
【請求項１２】
　前記薬学的に許容可能な、ポリオルトエステル適合性液体補形剤が２０～６０重量％の
前記送達賦形剤を含む、請求項１～１１のいずれか１項に記載の薬学的組成物。
【請求項１３】
　前記ポリオルトエステルが、３，９－ジ（エチリデン）－２，４，８，１０－テトラオ
キサスピロ［５．５］ウンデカン（ＤＥＴＯＳＵ）、トリエチレングリコール（ＴＥＧ）
、およびトリエチレングリコールジグリコリド（ＴＥＧ－ｄｉＧＬ）から調製される、請
求項１～１２のいずれか１項に記載の薬学的組成物。
【請求項１４】
　前記ポリオルトエステルが、ＤＥＴＯＳＵ、ＴＥＧＴＥＧ－ｄｉＧＬから、ＤＥＴＯＳ
Ｕ：ＴＥＧ：ＴＥＧ－ｄｉＧＬのモル比９０：８０：２０で調製され、そして約６，５０
０の分子量を有する、請求項１３に記載の薬学的組成物。
【請求項１５】
　約７８．４重量％の前記ポリオルトエステル、約１９．６重量％のポリエチレングリコ
ールモノメチルエーテル５５０、および約２．０重量％のグラニセトロンを含む、請求項
１４に記載の薬学的組成物。
【請求項１６】
　局所用、注射器使用可能または注射可能形態である、請求項１～１５のいずれか１項に
記載の薬学的組成物。
【請求項１７】
　さらに第２の制吐剤を含む、請求項１～１６のいずれか１項に記載の薬学的組成物。
【請求項１８】
　化学療法薬によって患者において誘起される嘔吐の予防のための方法における使用のた
めの；あるいは、化学療法薬によって、放射能誘起性悪心および嘔吐によって、および／
または手術後誘起性悪心および嘔吐によって患者において誘起される嘔吐の処置のための
方法における使用のための、請求項１～１７のいずれか１項に記載の薬学的組成物。
【請求項１９】
　化学療法薬によって患者において誘起される嘔吐の予防における使用のための方法にお
ける使用のための；あるいは、化学療法薬によって、放射能誘起性悪心および嘔吐によっ
て、および／または手術後誘起性悪心および嘔吐によって患者において誘起される嘔吐の
処置のための方法における使用のための、薬品の製造のための請求項１～１７のいずれか
１項に記載の薬学的組成物の使用。
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